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『 受け継がれる思い 』 
校長  飯田  剛   

今年の 9月は、長雨の続く一か月となりました。連続降水日数は３５日にも及び、な

かなか秋らしい青空を見ることができませんでした。１０月に入り、少しずつ秋らしい

空気を感じるようになりました。季節の移り変わりとともに、学校生活も新たな段階へ

と進み、生徒たちの活動も一層活発になっています。 

９月２５日に生徒会役員選挙が行われ、これからの上一色中学校を担う新しい生徒会

役員が決まりました。今回の選挙で、特に心に残ったのは、立候補した複数の生徒から

「今の生徒会の先輩たちの姿がかっこよくて、自分も生徒会で活躍したいと思った」と

いう思いが聞かれたことです。日々の活動や学校行事などで先輩たちが学校を動かして

いく姿を見て、その姿に憧れ、自分もその一員として頑張りたいと思ったことは、大変

うれしく思います。先輩から後輩へ、思いや姿勢が受け継がれていくことは、学校の大

きな財産です。 

また、立候補した生徒たちは、それぞれの言葉で「こんな学校にしたい」という思い

も語りました。自分の考えをもち、それを全校生徒の前で伝える姿からは、上一色中学

校をより良くしていこうとする強い意志が感じられました。 

一方で、選挙は立候補した人だけのものではありません。演説を聞き、一人一人が候

補者の考えに耳を傾け、自分なりに考えて一票を投じたことにも大きな意味がありま

す。誰かに任せるのではなく、「自分たちの学校をどうしていくか」を考えることは、

より良い学校をつくるための大切な一歩です。 

１０月は、学校生活の中でもさまざまな活動が予定されています。１０月８日からは

3年生の修学旅行、そして１０月２３日には秋桜祭が行われます。仲間と過ごす時間

や、力を合わせて一つのものをつくり上げる経験を通して、それぞれの場で新たな学び

や成長が生まれることを期待しています。 

これから新しい生徒会役員を中心に、さまざまな活動が進んでいきます。しかし、学

校をつくっていくのは、生徒会役員だけではありません。日々の授業や委員会活動、学

校行事、友達との関わりなど、皆さん一人一人の行動が学校の雰囲気をつくっていま

す。先輩の姿に憧れて一歩を踏み出したように、誰かの行動がまた次の誰かの力になる

こともあります。 

これからの学校生活の中で、ぜひ「自分には何ができるだろう」と考えてみてくださ

い。誰かを支えること、声をかけること、新しいことに挑戦すること、責任をもって役

割を果たすこと・・・ その一つ一つが、上一色中学校をより良い学校へとつなげてい

きます。 

新しいリーダーの活躍とともに、先輩から受け継いだ思いがさらに次の世代へとつな

がり、全校生徒がそれぞれの立場で力を発揮していくことを期待しています。 

 

 



日 曜 予定 日 曜 予定

1 木 都民の日 17 土

2 金
避難訓練、専門委員会、英語検定
よむYOMUDAY

18 日

3 土 19 月 全校朝礼

4 日 秋季総体終 20 火

5 月 生徒会朝礼 21 水

6 火 22 木 秋桜祭前日準備

7 水 23 金 秋桜祭（文化祭）

8 木 修学旅行始（３年） 24 土

9 金 よむYOMUDAY 25 日

10 土 修学旅行終（３年） 26 月 安全指導、三者面談始（３年）

11 日 27 火

12 月 スポーツの日 28 水

13 火 振替休業日（３年） 29 木 鹿本学園交流会（１年）

14 水 30 金 三者面談終(３年)、よむYOMUDAY

15 木 31 土

16 金 ⑤⑥第２回進路説明会

◇◇ 防災・避難訓練に関して ◇◇ 
1０月２日(金)の 1時間目に地震を想定した「避難訓練」を実施しました。地震や台風、

大雨による水害などの自然災害に対して、どのように備え、訓練をしていくのか。実際起

きたときに、いかにして防災・避難、そしてその後の生活を送っていくのか、しっかり対

応し、実践していくためには当事者意識をもって、それぞれの災害に関して、考えていく

ことが大切です。以前、消防署の方がこのようなお話をしていました。 

「防災訓練の内容は繰り返しや同じ内容のものも多くあります。だからと言って軽く考え

ないようにしてください。実際災害が起こった時には瞬時に判断すること、強い意志をも

って行動することが求められます。今行っている訓練を一回、二回行っただけで、いざと

いうときに素早く行動することは難しいです。なぜなら災害が起こった時、冷静に判断す

る力はかなり下がってしまいます。その時に実際行動できるかどうかは、頭の中で考える

より体が覚えているかが重要です。そのためには何回も何回も同じ訓練を繰り返し、体で

覚えていくことが大切です。」 

避難訓練は“ただやること”ではなく、“変わること”が大事だといわれています。何が

変わるか、避難訓練を「やって終わり」にしないためには、次の３つを意識してください。 

•災害に対する気持ちが、訓練の後、変わっていくか。（気持ちの変化） 

•避難したり先生の話を聞いて、何か気づきが生まれたか。（新たな発見） 

•自分の命、周りの仲間の命を守ることの大切さを実感できたか。（命の大切さの実感） 

特に最後の一つは、皆さんが普段の学校生活の中でいかに、自分のこと、仲間のことを

思いやりをもって過ごしているかによって変わってきます。ぜひ様々な変化が見られるよ

う、毎回行われる避難訓練を大事にして、日頃の学校生活を大切にしていきましょう。 

 

☆★☆ 部活動大会・その他の活動等について  ☆★☆ 

〇女子バレーボール部…区秋季総合体育大会 第３位 ブロック大会進出 

〇社会を明るくする運動「標語コンクール」…秀作  2年 牧野明衣 

【敬称略】 

＊10 月の行事予定 

 

 

 


